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本書について

　LLMは汎用的な処理が可能で、私たちの可能性を広げてくれます。自然言語で入力できるため、専門
知識がない方でも使いやすい点が魅力です。さまざまなことができますが、その反面、どこから学べばよ
いのかわからないと感じる方も少なくないでしょう。

　本書は、そのような方に向けて、『Software Design』に掲載されたLLMアプリケーション開発に関する
過去記事を厳選して収録しています。読み終えるころには、LLMをどのように扱い、どのようにサービスや
プロダクトへ組み込めばよいか、その糸口がつかめるはずです。

　LangChainを用いたLLMアプリ開発の基礎に加え、開発時に押さえておきたいLLMのしくみ、MCP
の活用方法、AIセキュリティについて、1冊で学べます。LLMアプリ開発に挑戦するための第一歩となる
でしょう。
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